
1

○
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
【
改
正
後
】

（
寄
附
金
税
額
控
除
）

第
三
十
七
条
の
二

道
府
県
は
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
前
年
中
に
次
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
、
当
該
寄
附
金
の
額

の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
前
年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当

す
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
）
が
二
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
金

額
の
百
分
の
四
（
当
該
納
税
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分
の
二
）
に
相
当
す
る
金
額

（
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
を
支
出
し
、
当
該
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が
二
千

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
百
分
の
四
（
当
該
納
税
義
務
者
が
指
定
都
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
百
分

の
二
）
に
相
当
す
る
金
額
に
特
例
控
除
額
を
加
算
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
当
該
納

税
義
務
者
の
第
三
十
五
条
及
び
前
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
控
除
額
が
当
該
所
得
割
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
控
除
額
は
、
当
該
所
得
割
の
額
に
相
当
す
る
金
額
と

す
る
。

一

都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
寄
附
金
（
当
該
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納
税
義
務
者
が
そ
の
寄
附
に
よ
つ
て
設
け
ら
れ
た
設
備
を
専
属
的
に
利
用
す
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
利
益
が
当
該
納
税
義

務
者
に
及
ぶ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
～
四

略

２

前
項
の
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
と
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
一
号
寄
附
金
」
と

い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
等
に
よ
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正
な
実
施
に
係
る
基
準
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め

る
基
準
（
都
道
府
県
等
が
返
礼
品
等
（
都
道
府
県
等
が
第
一
号
寄
附
金
の
受
領
に
伴
い
当
該
第
一
号
寄
附
金
を
支
出
し
た
者

に
対
し
て
提
供
す
る
物
品
、
役
務
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
基
準
及
び
次
に
掲
げ
る
基
準
）
に
適
合
す
る
都
道
府
県
等
と
し
て
総
務

大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
対
す
る
も
の
を
い
う
。

一

都
道
府
県
等
が
個
別
の
第
一
号
寄
附
金
の
受
領
に
伴
い
提
供
す
る
返
礼
品
等
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し
て
総
務

大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
が
、
い
ず
れ
も
当
該
都
道
府
県
等
が
受
領
す
る
当
該
第
一
号
寄
附
金
の
額
の

百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二

都
道
府
県
等
が
提
供
す
る
返
礼
品
等
が
当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
物
品
又
は
提
供
さ
れ
る
役



3

務
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
等
は
、
総
務

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正
な
実
施
に
関
し
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申

出
書
に
、
同
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
都
道
府
県
等
は
、

指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

総
務
大
臣
は
、
指
定
を
し
た
都
道
府
県
等
に
対
し
、
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
実
施
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

総
務
大
臣
は
、
指
定
を
し
た
都
道
府
県
等
が
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と

き
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

７

総
務
大
臣
は
、
指
定
を
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
（
次
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
「
指
定
の
取
消
し

」
と
い
う
。
）
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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８

総
務
大
臣
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
の
設
定
、
変
更
若
し
く
は
廃
止
又
は
指
定

若
し
く
は
指
定
の
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
（
第
十
一
項
に
お
い
て
「
特
例
控
除
対
象
寄
附

金
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
第
一
号
寄
附
金
を
支
出
し
た
時
に
当
該
第
一
号

寄
附
金
を
受
領
し
た
都
道
府
県
等
が
指
定
を
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
及
び
指
定
の
取
消
し
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め

10
る
。

～

略

11

14

※
市
町
村
民
税
（
第
三
百
十
四
条
の
七
）
に
つ
い
て
も
同
様
に
改
正
。

※
右
記
の
ほ
か
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
（
附
則
第
七
条
、
第
七
条
の
二
）
等
の
関
係
規
定
の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
改

正
法
附
則
に
お
い
て
所
要
の
経
過
措
置
を
規
定
。
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○
地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
（
抄
）
【
改
正
後
】

（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
の
申
出
書
の
提
出
方
法
等
）

第
一
条
の
十
六

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
対
象
期
間
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
申
出
書
及
び
書
類
（
次
条
第
二
項
第
四
号

に
お
い
て
「
申
出
書
等
」
と
い
う
。
）
を
総
務
大
臣
に
（
市
町
村
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て

総
務
大
臣
に
）
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
指
定
対
象
期
間
と
は
、
毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
の
申
出
書
の
記
載
事
項
等
）

第
一
条
の
十
七

法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正

な
実
施
に
関
し
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七

第
二
項
に
規
定
す
る
返
礼
品
等
（
次
項
第
五
号
に
お
い
て
「
返
礼
品
等
」
と
い
う
。
）
を
提
供
し
な
い
場
合
に
は
、
第
一
号
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及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
）
と
す
る
。

一

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正
な
実
施
に

係
る
基
準
に
適
合
す
る
旨

二

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
旨

三

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
旨

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項

２

法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
申
出
書
に
添
え
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す

る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

都
道
府
県
等
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
号
寄
附
金
」
と
い
う
。
）
の
募
集
の
取
組
及
び
当
該
都
道
府
県
等
が
受
領
し
た
第
一
号
寄
附

金
の
額
の
実
績
に
つ
い
て
総
務
大
臣
が
実
施
し
た
調
査
の
結
果
に
関
す
る
書
類

二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
対
象
期
間
（
次
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
指
定
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
の
初
日
の

属
す
る
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
都
道
府
県
等
の
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
に
要
し
た
経
費
に
関
す
る
書
類
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三

都
道
府
県
等
が
指
定
対
象
期
間
に
行
お
う
と
す
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
取
組
の
内
容
に
関
す
る
書
類

四

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
申
出
書
等
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
都
道
府
県
等
に
お
け
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
取

組
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
結
果
に
関
す
る
書
類

五

都
道
府
県
等
が
指
定
対
象
期
間
に
提
供
す
る
返
礼
品
等
の
内
容
に
関
す
る
書
類

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
に
関
し
必
要
な
書
類

３

総
務
大
臣
は
、
都
道
府
県
等
の
指
定
に
関
し
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
等
に
つ
い
て
、
前
項
各

号
に
掲
げ
る
書
類
の
一
部
又
は
全
部
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○
地
方
税
法
施
行
規
則
及
び
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
抄
）

附

則

（
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
十
六
及
び
第
一

条
の
十
七
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
十
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
新
規
則
第
一
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
対
象

期
間
に
係
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
都
道
府

県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
が
同
項
に
規
定
す
る
申
出
書
等
を
提
出

す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
指
定
を
都
道
府
県
等
が

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
一
条
の
十
六
及
び
第
一
条
の
十
七
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
新
規
則
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
条
の
十
六
第
一
項

七
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一

四
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で

日
ま
で
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第
一
条
の
十
六
第
二
項

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
九

平
成
三
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三

月
三
十
日
ま
で

十
日
ま
で

を
い
う
。

を
い
う
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
、
指
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
都
道
府
県
等
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
を
指
定
対

象
期
間
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
に

は
、
当
該
都
道
府
県
等
に
係
る
指
定
対
象
期
間
は
平
成

三
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期

間
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
規
則
第
一
条
の
十
六
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る

同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
指
定
対
象
期
間
に
係
る
指
定
を
さ
れ
た
都
道
府
県
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
指
定
を
受
け
る
た
め
に
、
新
規
則
第
一
条
の

十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
等
が
行
う
当
該

申
出
書
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
同
条
及
び
新
規
則
第
一
条
の
十
七
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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○
総
務
省
告
示
第
百
七
十
九
号

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第

三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正
な
実
施
に
係
る
基
準
並
び
に
物
品
又
は

役
務
に
類
す
る
も
の
、
返
礼
品
等
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
の
方
法
及
び
返
礼
品
等
の
基
準
を
次
の
よ
う
に

定
め
、
平
成
三
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

総
務
大
臣

石
田

真
敏

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
個
人
が
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
「
地
方
団
体
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る

寄
附
金
を
支
出
し
た
場
合
に
、
当
該
寄
附
金
に
つ
い
て
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
金
税
額
控
除
を
適
用
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
ふ
る
さ
と
や
お
世
話
に
な
っ

た
地
方
団
体
に
感
謝
し
、
若
し
く
は
応
援
す
る
気
持
ち
を
伝
え
、
又
は
税
の
使
い
途
を
自
ら
の
意
思
で
決
め
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
適
切
な
運

用
に
資
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
対
象
と
な
る
地
方
団
体
の
指
定
に
係
る
基
準
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
募
集
の
適
正
な
実
施
に
係
る
基
準
）

第
二
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正
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な
実
施
に
係
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

地
方
団
体
に
よ
る
第
一
号
寄
附
金
（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
募
集
と
し
て
次
に
掲
げ
る
取
組
を
行
わ
な
い
こ
と
。

イ

特
定
の
者
に
対
し
て
謝
金
そ
の
他
の
経
済
的
利
益
の
供
与
を
行
う
こ
と
を
約
し
て
、
当
該
特
定
の
者
に
第
一

号
寄
附
金
を
支
出
す
る
者
（
以
下
「
寄
附
者
」
と
い
う
。
）
を
紹
介
さ
せ
る
方
法
そ
の
他
の
不
当
な
方
法
に
よ

る
募
集

ロ

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
返
礼
品
等
（
以
下
「
返
礼
品
等

」
と
い
う
。
）
を
強
調
し
た
寄
附
者
を
誘
引
す
る
た
め
の
宣
伝
広
告

ハ

寄
附
者
に
よ
る
適
切
な
寄
附
先
の
選
択
を
阻
害
す
る
よ
う
な
表
現
を
用
い
た
情
報
提
供

ニ

当
該
地
方
団
体
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
す
る
返
礼
品
等
の
提
供

二

各
年
度
に
お
い
て
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
に
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
が
、
当
該
各
年
度
に
お
い
て
受
領
し

た
第
一
号
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
各
年
度
に
お

い
て
受
領
し
た
第
一
号
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が
少
な
い
こ
と
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
総
務
大

臣
が
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
申

出
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
前
条
に
規
定
す
る
趣
旨
に
反
す
る
方
法
に
よ
り
他
の
地
方
団
体
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
を
行
い
、
当
該
趣
旨
に
沿
っ
た
方
法
に
よ
る
第
一
号
寄
附
金
の
募
集
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を
行
う
他
の
地
方
団
体
に
比
し
て
著
し
く
多
額
の
第
一
号
寄
附
金
を
受
領
し
た
地
方
団
体
で
な
い
こ
と
。

（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
の
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
）

第
三
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、

物
品
又
は
役
務
と
交
換
さ
せ
る
た
め
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
返
礼
品
等
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
の
方
法
）

第
四
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が

定
め
る
返
礼
品
等
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

返
礼
品
等
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
額
と
は
、
個
別
の
返
礼
品
等
の
調
達
の
た
め
に
、
地
方
団
体
が
現
に
支
出

し
た
額
と
し
、
支
出
の
名
目
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
地
方
団
体
が
支
出
し
た
額
が
当
該
返
礼
品
等
の
数
量
又
は
内

容
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
支
出
し
た
額
を
含
む
も
の
と
す
る
。

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
返
礼
品
等
が
、
当
該
地
方
団
体
が
保
有
し
、
若
し
く
は
管
理
す
る
施
設
若
し
く

は
設
備
を
使
用
さ
せ
る
役
務
で
あ
る
場
合
又
は
当
該
地
方
団
体
が
自
ら
提
供
す
る
役
務
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

施
設
若
し
く
は
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
又
は
当
該
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
に
関
し
て
通
常
要
す
る
額
を
当
該
返
礼

品
等
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
額
と
す
る
。

（
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
第
二
号
の
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
）

第
五
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
定

め
る
基
準
は
、
地
方
団
体
が
提
供
す
る
返
礼
品
等
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
当
該
各
号
の
い
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ず
れ
か
に
該
当
す
る
返
礼
品
等
と
の
み
交
換
さ
せ
る
た
め
に
提
供
す
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

当
該
地
方
団
体
の
区
域
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
地
方
団
体
の
区
域
内
に
お
い
て
返
礼
品
等
の
原
材
料
の
主
要
な
部
分
が
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
地
方
団
体
の
区
域
内
に
お
い
て
返
礼
品
等
の
製
造
、
加
工
そ
の
他
の
工
程
の
う
ち
主
要
な
部
分
を
行
う
こ

と
に
よ
り
相
応
の
付
加
価
値
が
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

返
礼
品
等
を
提
供
す
る
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
八
号
に
お
い
て
「
市
区
町
村
」
と
い
う
。

）
の
区
域
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
近
隣
の
他
の
市
区
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た

も
の
と
混
在
し
た
も
の
（
流
通
構
造
上
、
混
在
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

五

地
方
団
体
の
広
報
の
目
的
で
生
産
さ
れ
た
当
該
地
方
団
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
形
状
、
名
称
そ
の
他
の
特
徴
か
ら
当
該
地
方
団
体
の
独
自
の
返
礼
品
等

で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

前
各
号
に
該
当
す
る
返
礼
品
等
と
当
該
返
礼
品
等
と
の
間
に
関
連
性
の
あ
る
も
の
と
を
合
わ
せ
て
提
供
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
当
該
返
礼
品
等
が
主
要
な
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

当
該
地
方
団
体
の
区
域
内
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
役
務
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
役
務
の

主
要
な
部
分
が
当
該
地
方
団
体
に
相
当
程
度
関
連
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
返
礼
品
等
で
あ
る
こ
と
。

イ

市
区
町
村
が
近
隣
の
他
の
市
区
町
村
と
共
同
で
こ
れ
ら
の
市
区
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
前
各
号
の
い
ず
れ
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か
に
該
当
す
る
も
の
を
共
通
の
返
礼
品
等
と
す
る
も
の

ロ

都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
複
数
の
市
区
町
村
と
連
携
し
、
当
該
連
携
す
る
市
区
町
村
の
区
域

内
に
お
い
て
前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
当
該
都
道
府
県
及
び
当
該
市
区
町
村
の
共
通
の
返
礼
品

等
と
す
る
も
の

ハ

都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
複
数
の
市
区
町
村
に
お
い
て
地
域
資
源
と
し
て
相
当
程
度
認
識
さ

れ
て
い
る
も
の
及
び
当
該
市
区
町
村
を
認
定
し
、
当
該
地
域
資
源
を
当
該
市
区
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
返
礼
品
等
と

す
る
も
の

九

震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
被
害
を
受
け
る
前
に
提
供
し
て
い
た
前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
返
礼
品
等
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
返
礼
品
等
を
代
替
す
る
も
の
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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